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2ー 4　水文調査結果

2 － 4 － 1　調査対象地域

ザンベジ川は、ザンビア国の北西端に源を発し、アンゴラ国内を通過して、ザンビア国に再

び流入し、その後、ザンビア国西部を南下する。途中、ザンベジからセナンガに至る区間で、190

キロメートルにわたり平均幅 40 キロメートルの大氾濫原を形成し、ナミビア国との国境で流れ

を東に転じ、ボツワナ国、ジンバブエ両国との国境沿いを流下する。本カズングラ橋梁建設計

画に係る調査対象地域は、ザンビア、ナミビア、ボツワナ及びジンバブエ 4 か国の国境が交差

しているカズングラ地先に位置し、現在、ザンビア国とボツワナ国間にフェリーが運航されて

いる。

カズングラ地先にて、右支川チョベ川を合流したザンベジ川は、ジンバブエ国との国境にあ

るヴィクトリアフォールズから先は深い峡谷を形成し、カリバダムによりできたカリバ湖に流

入する。カリバダムの下流、チアワでカフェ川と合流し、ルアングワでルアングワ川と合流す

る。ルアングワから下流はモザンビーク国内を流下し、インド洋に至る。ザンベジ川は、ザン

ビア国をはじめ、アンゴラ、ナミビア、ボツワナ、ジンバブエ、モザンビークの諸国を流下す

る国際河川で、全体流域面積は約 120 万平方キロメートルである。

カズングラ地区は、標高約 930 メートル付近に位置し、その気候は、比較的温暖な熱帯サバ

ンナ気候に属しており、年間の気候は、涼しい乾期（5 月～ 8 月）、暑い乾期（9 月～ 11 月）、及

び暑い雨期（12 月～ 4 月）の 3 シーズンに大別される。カズングラより東へ約 60 キロメートル

に位置するリビングストンにおける気象統計によると、年平均で、降雨量で 715 ミリメートル、

気温で 22℃、及び相対湿度で 54％である。

2 － 4 － 2　水　　文

ザンベジ川の水位、流量データは、ザンビア国水理局（Department of Water Affair）にて取

りまとめられており、カズングラ地先の上流には、セシェケ観測所（カティマ・ムリロ）があり、

また、下流ヴィクトリアフォールズの間には、ナナ農園観測所及びヴィクトリアフォールズ観

測所（図 2 － 11 参照）がある。

今回収集したナナ農園観測所、ヴィクトリアフォールズ観測所における年最大洪水流量を取

りまとめると、表 2 － 22 のとおりとなる。

長期間の流量資料が整備されているヴィクトリアフォールズ観測所の年最大洪水流量記録を

基に、ガンベル法により確率洪水流量を求めると、表 2 － 23 のとおりとなる。

2 － 4 － 3　既往最大洪水流量

既往最大洪水時の洪水痕跡は、ヴィクトリアフォールズ上流左岸（図 2 － 12 参照）にある既
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往最大洪水位を示す石碑（写真25、26、27 参照）があり、その石碑によると、「1958 年 3 月 7 日

に最高洪水位」を記録したとある。今回収集した「Victoria Falls － B ／ Tree」の流量資料によ

ると、既往最大洪水が 1958 年 3 月 7 日に発生したことを確認でき、その洪水流量は 9,960.4 立

方メートル／秒である。既往最大洪水流量の生起確率を推定すると、約 130 年程度となる。
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流木等に関する聞き取り調査によると、中小規模の洪水時には流木等は見かけない（今回の現

地踏査期間中に、葦の塊が流下していくのが観察された）が、1958 年 3 月洪水のような大洪水時

には大木が流れてきたとのことであった。
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2 － 4 － 5　河川横断形状及び流速分布

今回の河川深浅測量の結果を基に、カズングラ地先付近のザンベジ川及びチョベ川の河川内

のコンター図を作成すると、図 2 － 15 のとおりとなり、この河床高コンター図を基に、ザンビ

ア国側の低水時のフェリー乗降口とボツワナ国側の高水時のフェリー乗降口を結ぶライン上の

河川横断面形を図示すると、図 2 － 16 のとおりとなる。また、河川深浅測量と同時に実施した

流速測定の結果を河床高コンター図に示すと、図 2 － 17 のとおりとなる。

なお、測量基準点（BM）はリビングストンの測量局にて、カズングラ地先より 20 キロメート

ル程度離れた所にあるとの情報を得たが、未確認である。今回の河川深浅測量における基準点

は、仮基準点（TBM － 2、写真－ 18 参照）として国境ゲートと低水時のフェリー乗降口を結ぶ

線上の水際付近に設け、その標高を 1,000 メートル、座標を（10,000、10,000）と仮定した。ま

た、国境施設内の拡張工事用に国境ゲートに設定された仮基準点（TBM － 1、写真－ 17 参照）

と座標を接続させてある。

河床高コンター図によると、以下のとおり、ザンベジ川において 2 か所の河床が低下してい

る部分が、また、チョベ川について 1 か所の河床が低下している部分が認められる。

1） ザンベジ川において、チョベ川との合流点とその直下流部付近の右岸ボツワナ国側の河

岸寄りと、チョベ川との合流点下流約 300 ～ 400 メートル付近の左岸ザンビア国側寄りの

河床が低下していること。

2） チョベ川において、チョベ川右岸側の河岸寄りの河床が低下していること。

流速測定結果図によると、以下のとおり、チョベ川との合流点の上流部及び下流部のザンベ

ジ川の流速分布が合流点付近の流速に比べて緩やかであるのに対し、合流点付近での流速は、合

流点上下流部の流速に比べて約 2 ～ 3 倍程度速いことが認められる。

1） チョベ川との合流前約500 メートル上流付近のザンベジ川の河道主流部の流速が 0.32 ～

0.41 メートル／秒程度であり、また、チョベ川との合流後下流約 100 ～ 500 メートル付近

のザンベジ川の流速が 0.25 ～ 0.43 メートル／秒程度と観測されており、チョベ川との合

流点上下流部のザンベジ川の流速は、合流点付近の流速（0.65 ～ 1.09 メートル／秒程度）

より緩やかであること。

2） チョベ川との合流後にあたるカズングラ・フェリー乗降口を結ぶライン上のザンベジ川

の河道主流部の流速が 0.68 ～ 1.09 メートル／秒程度であり、また、チョベ川との合流点

のザンベジ川上流約 150 ～ 200 メートル付近における流速が 0.65 ～ 0.80 メートル／秒程

度と測定されており、ザンベジ川とチョベ川との合流点付近の流速が速くなっていること。

3） 合流直前のチョベ川の右岸側の河岸寄りでの流速が 0.72 ～ 0.81 メートル／秒程度と観

測されていること。

ザンビア国側の低水時のフェリー乗降口とボツワナ国側の高水時のフェリー乗降口を結ぶラ
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